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 【来週の予定】                                      ※9:30登校 40分授業                   

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 9（月） 全学年 5 月 7 日の代休日 

10（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

11（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

12（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

13（金） 12 年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※3 年生は 10 日～12 日は修学旅行 13 日は回復日   

mamas café 来週の日替わりランチ  

９日（月） 10 日（火） 11（水） 12（木） 13（金） 

店休日 トンカツ おろしハンバーグ しょうが焼き 
サバの塩焼き 

100 円カレー 

 

 【今日のいいね！】 

 

  ママズカフェ博多区役所店がオープンしま

した。新庁舎の開館に伴って、カフェ運営事業

者の公募があり、本校卒業生の就労を支援

するために子会社「パイルアップたちばな」が

選定を受けることができたのです。 

 本校卒業生 3名が「就労継続支援Ａ型」の

福祉サービスを受けてここでの就労をスター

トしました。本校のママカフェで作る毎日生徒

さんが食べているほぼ同じメニューが博多区

役所でも提供されるほか、甘味やドリンク等も

充実させていきます。 

 皆様、博多に足を運ぶ機会がありましたら是

非ママカフェ博多区役所店にどうぞ！記念す

べき第一号のお客様は高島市長さんでした。 

 

感謝 

 母が亡くなるほんの数か月前のお話です。入院中の母が「アイスクリームが食べた

い」とボソッと口にしたのです。「わかった。明日買ってくるね！」と返答し病院を後に

した私でしたが、どうにも心が収まらず近くのコンビニに直行し、アイスを買って病院

に戻りました。一瞬でも「翌日に」と収めようとしたことを今でも後悔しています。 

 

 似たようなことが 50年前にもありました。幼少期共働きの両親を寂しく自宅で待

っていた時の出来事です。一本 30円程度の車売りの団子屋さんが来るのを楽しみ

にしていたのですが。その日に限って小銭が置いてなかったのです。私は泣きながら

母の職場に電話をかけました。するとほんの 20分後ぐらいに、職場を抜け出した母

が団子を持って自宅に飛び込んできたのでした。忘れることができません。 

 

 あの日のお団子と、私が買ってきたアイスクリームは、今でも亡き母と私をしっかりと

つないでいます。ひょっとしたら、これも「愛」のひとつの形なのでしょうか。母の温も

りが心の中に蘇って来て、何とも言えない幸せな気持ちになるのです。「頑張れ」と

言われていないのに頑張る気になるし、「よしよし」とは言われていないのに、励まさ

れている気持ちにもなります。生前は人並みに反抗もした私ですが、いつしか母のた

めにアイスクリームを買いに走るような想いが育っていたのですね。 

 

 感謝はしなければいけないものではありません。するかしないかはその人次第です

し、感謝するのが良い人でできない人が悪い人だというわけではありません。ただし

「当たり前」と思っていては見失ってしまう何かがあることは間違いないと思っていま

す。有ることは当たり前ではないから「有り難い」のです。私は身の回りの全てに心か

ら感謝しています。母のことばかり書きましたが、もちろん父にも感謝しています（笑） 

 


